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２　第18次発掘調査区第２面（古墳時代前期前葉）検出状況（南東から）

１　第18次発掘調査区と日本海（南から）



巻頭図版２

４　93土器溜り出土柄頭状骨角器

３　第18次発掘調査区出土土器
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例　言

１ 　本書は令和元年度までに実施した調査研究等の報告である。

２　Ⅱは平成28年度に奈良県立橿原考古学研究所の依頼により鳥取県埋蔵文化財センターが資料を

     提供した青谷上寺地遺跡出土米ブロックのX線CTスキャン計測の成果である。

３　Ⅲは平成29年11月25日（土）に開催した、平成29年度第４回とっとり弥生の王国青谷かみじち

　遺跡土曜講座の記録である。

4　本書の編集は門脇隆志（とっとり弥生の王国推進課　青谷上寺地遺跡整備室）が担当した。

※　表紙写真　青谷上寺地遺跡第18次発掘調査区東西トレンチ断面（北西から）


